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１．はじめに
　放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素
（14Ｃ）の濃度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。
樹木や種実などの植物遺体、骨、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約 5万
年前までの年代測定が可能である（中村 ,2003）。

２．試料と方法
　次表に、測定試料の詳細と前処理・調整法および測定法を示す。

第13表　測定試料

３．測定結果
　加速器質量分析法（AMS：Accelerator Mass Spectrometry）によって得られた 14Ｃ濃度につ
いて同位体分別効果の補正を行い、放射性炭素（14Ｃ）年代および暦年代（較正年代）を算出した。
次表にこれらの結果を示し、第 39 図に暦年較正結果（較正曲線）を示す。

第 14 表　測定結果

　BP：Before Physics（Present），cal：calibrated ，AD：西暦

（１）δ
デルタ

13Ｃ測定値  
　試料の測定 14Ｃ /12Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（13Ｃ /12Ｃ）。この値は標準物質
（PDB）の同位体比からの千分偏差（‰）で表す。試料のδ13Ｃ値を－25(‰ ) に標準化すること
で同位体分別効果を補正している。
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（２）放射性炭素（14Ｃ）年代測定値
　試料の 14Ｃ /12Ｃ比から、現在（AD1950 年基点）から何年前かを計算した値。14Ｃの半減期は
5730年であるが、国際的慣例によりLibbyの 5568年を用いている。統計誤差（±）は１σ

シグマ

（68.2％
確率）である。14Ｃ年代値は下１桁を丸めて表記するのが慣例であるが、暦年較正曲線が更新
された場合のために下１桁を丸めない暦年較正用年代値も併記した。

（３）暦年代（Calendar Years）
　過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中 14Ｃ濃度の変動および 14Ｃの半減期の違い
を較正することで、放射性炭素（14Ｃ）年代をより実際の年代値に近づけることができる。暦
年代較正には、年代既知の樹木年輪の詳細な 14Ｃ測定値およびサンゴのU/Th（ウラン / トリウ
ム）年代と 14Ｃ年代の比較により作成された較正曲線を使用した。較正曲線のデータは IntCal 
13、較正プログラムはOxCal 3.1 である。
　暦年代（較正年代）は、14Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅で表し、
OxCal の確率法により１σ

シグマ

（68.2％確率）と２σ（95.4％確率）で示した。較正曲線が不安定
な年代では、複数の 1σ・２σ値が表記される場合もある。（）内の％表示は、その範囲内に暦
年代が入る確率を示す。グラフ中の縦軸上の曲線は 14Ｃ年代の確率分布、二重曲線は暦年較正
曲線を示す。

４．所見
　加速器質量分析法（AMS）による放射性炭素年代測定の結果、№１の炭化材（竪穴建物 2）
では 1905 ± 20 年 BP（2 σの暦年代で AD 50 ～ 140 年）、№ 2 の炭化材（竪穴建物 3）では
1855 ± 20 年 BP（AD 80 ～ 240 年）、№ 3の炭化材（竪穴建物 6）では 1845 ± 20 年 BP（AD 
80 ～ 100, 120 ～ 240 年）の年代値が得られた。
　なお、樹木（炭化材）による年代測定結果は、樹木の伐採年もしくはそれより以前の年代を
示しており、樹木の心材に近い部分や転用材が利用されていた場合は、遺構の年代よりも古い
年代値となることがある。
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第 39 図　暦年較正結果
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